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「子どもゆめ基金」について

　今日、社会全体のモラルの低下、地域社会の

教育力の低下、メディア上の有害情報の氾濫な

ど子どもたちを取り巻く環境が大きく変化して

おり、自分自身で考え創造する力、他人への思

いやりの精神が身についていないと指摘されて

います。また、子どもたちの社会性を育成する観

点から、自然体験活動等の体験活動の充実や、

言葉の教育の重視などが提言されております。

　このような状況を踏まえて、「子どもゆめ基

金」は、超党派の国会議員により構成される

「子どもの未来を考える議員連盟」が子どもの

未来のために有意義な基金の創設を発意し、

同議員連盟が中心となって検討を進めてきた

ものを受け、平成13年4月に独立行政法人国

立オリンピック記念青少年総合センター法が

改正され、さらに、平成13年度政府予算にお

いて措置された政府からの出資金100億円

に加え、民間からの寄附を原資とする基金とし

て創設されました。

　この基金は、21世紀を担う夢を持った子ど

もの健全な育成の一層の推進を図ることを目

的に、民間団体が実施する特色ある新たな取

り組や、体験活動等の裾野を広げるような活動

を中心に、様々な体験活動や読書活動等への

支援を行っています。

　

独立行政法人

国立オリンピック記念青少年総合センター

政府出資 民間寄附

助成 助成助成
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子どもゆめ基金

子どもの体験活動を支援 子どもの読書活動を支援 子ども向け教材開発・普及活動を支援



「子どもゆめ基金」の概要

助成金の交付

普及啓発

助成対象活動

助成対象団体

　子どもの体験活動や読書活動の振興を図るための普及啓発

　民法法人、NPO法人など青少年教育に関する事業を行う民間の団体
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子どもの体験活動の振興を図る活動への助成
活動例
①子どもを対象とする体験活動
 ・自然観察、キャンプなどの自然体験活動
 ・清掃活動、高齢者介護体験などの社会奉仕体験活動　など
②子どもの体験活動を支援する活動
 ・子どもの体験活動の指導者養成　など

子どもの読書活動の振興を図る活動への助成
活動例
①子どもを対象とする読書活動
 ・読書会活動、読み聞かせ会　など
②子どもの読書活動を支援する活動
 ・子どもの読書活動の振興を図るフォーラムの開催　など

活動例
 ・子どもの体験活動や読書活動を支援・補完する、インターネット    
　等で利用可能なデジタル教材を開発し、 普及する活動

子ども向けソフト教材を開発・普及する活動への助成



　個別の助成活動に対する助成金の額は、
予算の範囲内で、審査委員会の議を経て
決定されます。　

助成金の額

審査方法
　子どもゆめ基金における助成対象活動の
決定については、子どもゆめ基金による助成
金の交付を適正に行うため、自然体験活動や
社会奉仕体験活動等の体験活動、読書活動、
教材開発などの分野において実務経験を持
ち、かつ青少年教育に高い識見を有する15
名の委員で構成する「子どもゆめ基金審査
委員会」を設置し、そのもとに各分野別の実
情及び特性を踏まえて審査を行います。

　応募のあった活動については、センター理
事長から審査委員会へ助成活動の採択につ
いて諮問を行い、これを受けて審査委員会
から部会へ、さらに専門委員会へと順次調
査審議の付託を行います。
　専門委員会の審査は、審査委員会で決定
された「子どもゆめ基金助成活動の審査の
方法等について」に則り、各団体から提出の
あった助成金計画調書について、各専門委
員が専門的見地から評価し、合議により助
成対象活動の評定（選定）を行います。
　各部会では、各専門委員会での審査結果を
もとに、採択すべき助成活動及び助成金の額
について審議を行い、この結果を審査委員会に
報告します。
　これを受けて審査委員会において審議を行い、
採択する活動及び助成金額を決定します。

審査委員会

体験活動部会 読書活動部会 教材開発・
普及活動部会

自然体験活動
専門委員会

科学体験活動
専門委員会

読 書 活 動
専門委員会

教材開発・普及
活動専門委員会

社会奉仕・
交流体験活動等
専門委員会

①付託

②付託

④報告

③報告
付託 報告付託 報告
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平成17年度　応募・採択状況

滋 賀 県 39 37 19,410

京 都 府 58 56 32,795

大 阪 府 180 170 87,333

兵 庫 県 48 45 26,707

奈 良 県 19 18 9,020

和歌山県 15 13 12,422

鳥 取 県 8 7 1,565

島 根 県 7 6 6,852

岡 山 県 22 22 13,227

広 島 県 14 14 12,418

山 口 県 16 13 4,163

徳 島 県 30 28 17,707

香 川 県 14 11 6,247

愛 媛 県 11 9 4,561

高 知 県 9 9 5,530

福 岡 県 79 77 51,260

佐 賀 県 4 3 1,011

長 崎 県 11 11 6,311

熊 本 県 49 44 31,754

大 分 県 12 12 5,328

宮 崎 県 9 8 4,022

鹿児島県 45 42 16,314

沖 縄 県 12 12 10,071

合 　 計 1,812 1,690 1,419,241

都道府県 応募件数 採択件数 内 定 額

子どもの体験活動都道府県別応募・採択状況

活動区分別応募・採択状況 （単位：千円）

（単位：千円）

活 　 動 　 区 　 分 応募件数 採択件数 内定額

子どもの体験活動 1,812 1,690 1,419,241

子 ど も の 読 書 活 動 325 299 227,268

教材開発・普及活動 91 27 259,884

都道府県 応募件数 採択件数 内 定 額

北 海 道 106 100 75,796

青 森 県 12 11 6,220

岩 手 県 23 23 10,870

宮 城 県 20 15 21,248

秋 田 県 14 13 4,422

山 形 県 13 12 6,964

福 島 県 15 14 10,560

茨 城 県 36 36 36,697

栃 木 県 30 30 11,610

群 馬 県 24 15 8,041

埼 玉 県 37 35 21,499

千 葉 県 71 66 34,215

東 京 都 325 295 459,457

神奈川県 71 63 67,380

新 潟 県 20 18 13,290

富 山 県 11 11 9,557

石 川 県 16 15 8,465

福 井 県 43 41 55,257

山 梨 県 13 13 10,101

長 野 県 78 76 69,518

岐 阜 県 29 29 32,477

静 岡 県 50 49 28,212

愛 知 県 23 23 18,222

三 重 県 21 20 13,135
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　合 　 計 　 2,228 2,016 1,906,393

※応募団体の所在地である都道府県別に集計した件数・金額である。（以下、同じ）



都道府県 応募件数 採択件数 内 定 額

北 海 道 15 12 8,123

岩 手 県 2 2 4,177

宮 城 県 2 2 3,832

秋 田 県 4 4 1,099

福 島 県 4 4 4,892

茨 城 県 4 4 1,147

栃 木 県 10 8 5,942

埼 玉 県 5 4 1,302

千 葉 県 10 10 1,732

東 京 都 47 41 82,615

神奈川県 7 5 1,114

新 潟 県 6 6 1,975

富 山 県 1 1 407

石 川 県 5 5 3,606

福 井 県 4 4 1,364

山 梨 県 1 1 494

長 野 県 14 14 3,791

岐 阜 県 4 3 382

静 岡 県 8 7 2,470

愛 知 県 3 3 527

三 重 県 3 3 724

都道府県 応募件数 採択件数 内 定 額

大 阪 府 42 37 13,243

兵 庫 県 8 8 5,508

奈 良 県 1 1 1,854

和歌山県 1 1 278

鳥 取 県 4 4 4,376

島 根 県 9 9 3,169

岡 山 県 7 7 6,705

広 島 県 3 3 2,053

山 口 県 1 1 3,121

徳 島 県 7 6 2,318

香 川 県 6 6 5,981

愛 媛 県 1 1 390

高 知 県 1 1 405

福 岡 県 11 11 8,493

佐 賀 県 1 0 0

長 崎 県 5 3 1,500

熊 本 県 7 7 8,205

大 分 県 2 2 368

宮 崎 県 7 7 3,526

鹿児島県 9 9 7,378

沖 縄 県 2 2 3,883

合 　 計 325 299 227,268

子どもの読書活動都道府県別応募・採択状況

教材開発・普及活動都道府県別応募・採択状況

都道府県 応募件数 採択件数 内 定 額 都道府県 応募件数 採択件数 内 定 額

北 海 道 2 0 0

宮 城 県 1 0 0

山 形 県 1 1 10,552

茨 城 県 1 0 0

栃 木 県 2 0 0

群 馬 県 1 1 9,988

埼 玉 県 2 1 5,000

東 京 都 33 15 152,939

神奈川県 4 0 0

新 潟 県 1 0 0

富 山 県 3 1 3,100

石 川 県 1 1 10,571

福 井 県 2 0 0

長 野 県 3 2 20,366

岐 阜 県 3 1 12,668

静 岡 県 2 1 12,169

京 都 府 4 0 0

大 阪 府 7 0 0

兵 庫 県 2 0 0

奈 良 県 2 1 9,700

島 根 県 2 1 3,959

岡 山 県 3 0 0

広 島 県 1 0 0

山 口 県 1 0 0

愛 媛 県 1 0 0

高 知 県 1 1 8,872

福 岡 県 1 0 0

佐 賀 県 1 0 0

沖 縄 県 3 0 0

合 　 計 91 27 259,884
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（単位：千円）

（単位：千円）

滋 賀 県 15 15 9,042

京 都 府 16 15 3,757青 森 県

山 形 県

群 馬 県

0 0 0

0 0 0

0 0 0



平成13～16年度 応募・採択状況
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平成13年度

採択件数 交付内定額

子 ど も の 体 験 活 動

子 ど も の 読 書 活 動

教材開発・普及活動

合　　      計 1,349,080

応募件数

1,724 1,469 971,607

257 207 91,805

87 30 285,668

2,068 1,706

平成14年度

子 ど も の 体 験 活 動

子 ど も の 読 書 活 動

教材開発・普及活動

合　　      計

平成15年度

子 ど も の 体 験 活 動

子 ど も の 読 書 活 動

教材開発・普及活動

合　　      計

平成16年度

子 ど も の 体 験 活 動

子 ど も の 読 書 活 動

教材開発・普及活動

合　　      計

1,813 1,590 1,141,906

352 322 129,104

80 28 278,804

2,245 1,940 1,549,814

1,910 1,723 1,275,061

356 320 170,860

94 27 247,493

2,360 2,070 1,693,414

1,837 1,611 1,319,642

351 317 209,506

94 23 232,335

2,282 1,951 1,761,483

（単位：千円）

採択件数 交付内定額応募件数

（単位：千円）

採択件数 交付内定額応募件数

（単位：千円）

採択件数 交付内定額応募件数

（単位：千円）



団 体  の  概  要

休耕地を菜の花畑に大変身プロジェクト
実 施 団 体 名

連 絡 先

菜の花トラストin横浜町
〒039－4144　青森県上北郡横浜町字浜懸３７
TEL:0175－78－2011　FAX：0175－78－2091
E-mail：nanohana-miya@h2.dion.ne.jp

  年々増える町内の耕作放棄地や休
耕地を子どもたちの手で、菜の花畑
に蘇らせるプログラムです。作物がで
きる畑にするには何回もの作業が必
要となり、昔の道具を使い、先人たち
の知恵を学びながら活きた畑にする
喜びを、美しい故郷に誇りを持って心
を育てるプログラム。

活動の概要

活動の内容

成果と課題

　日本一の作付面積をもち、貴重な日本の歴史的農村風景である横浜町の菜の花を守り育てることを目的に、２００２年3月発

足。休耕地、荒廃農地などを菜の花畑に蘇らせるための支援を全国に呼びかけている。

ナタネ打ち作業①

ナタネ打ち作業②

1回目（4月18日）：鎌にて草・萱刈
り取り作業。休憩後、休耕地内の石拾
いと草・萱刈り取り作業。
2回目（6月6日）：鎌にて草・萱刈り
取り作業。休憩後、たち・もったを使
い天地替え作業。（地面に、たちで切
り込みを入れ、もったで草の根をひ
っくり返す作業）
3回目（6月27日）：たち・もったを
使い天地替え作業。休憩後、鍬を使
い耕作作業。（土を細かく砕く作業）
4回目（7月11日）：雨のため畑作業
を取りやめ、トラスト役員が先生とな
り、菜の花について勉強会。
5回目（7月18日）：昨年作付した

蘇り見事に花が咲いたプロジェクトの畑
ＪＲ大湊線からも観賞できる
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平成16年度
助成活動事例 子どもの体験活動

トラストの畑のナタネ刈り作業。鎌を
使い刈り取る。（刈り取ったナタネの
束は、乾燥させるためクロスに重ね
並べる。）
6回目（7月25日）：ナタネ打ち作業。
乾燥させたナタネを、大きなブルーシ
ートの上に積上げる。子どもたちに、
ナタネの上を飛び跳ねさせ、鞘が壊
れ中からナタネをとる。鞘に残ってい
るナタネは、最後は、棒で打ちナタネ
をとりだす。終われば、選別。まず、ナタ
ネの枝付茎を取り除き、次に、ナタネ
を集め、鞘のかす等を取り除く。最後
は、ナタネをとみかけし、袋に詰める。
7回目（8月1日）：鍬にて耕作作業。
8回目（9月5日）：ナタネ蒔き作業。
ブルーシート上で、ナタネと肥料を混
ぜる。（約ナタネ１対肥料20）混ぜ合
わせたナタネ肥料をバケツに入れ、
一列に整列し手蒔き作業。最後は、松
の枝を棒に結び引っ張る覆土作業。

　日本一の作付面積をもつ横浜町の
菜の花の作付作業について知る子ど
もはとても少なく、このプログラムに
より、汗を流した分の喜びと菜の花へ
の愛着、また、地元の大人たちと力を
合わせ作業することにより生れる尊
敬の気持ちなどの成果がみられる。
　課題は、学校行事などと重ならな
い日程調整の難しさと、地元の大人
の協力が少ないこと、休耕地復活に
は思いのほか経費がかかりその確保
が難しいことです。



団 体  の  概  要

絶滅復活チャレンジ古代米、養蚕おらほの文化体験
実 施 団 体 名

連 絡 先

おぼこ健全育成会
〒992－1123　山形県米沢市万世町桑山258  
TEL:0238－28－4052　FAX：0238－28－4052
E-mail:xsbxc935@yahoo.co.jp

　山形県米沢市は県内でもっとも早く
米の文化が伝わった縄文遺跡がある
が何故か古代米は伝承されていない。
養蚕は米織のブランド名で織物の町
として全国に知られた。かつて原料で
ある繭はほとんどの農家が養蚕して
いた。繭が衰退し絶えてから35年に
なる。かつての伝統と生産する苦労、
喜びを体験し、あらゆる方向から体
験学習した。

活動の概要

活動の内容

成果と課題

　米沢で特色のある絶滅した文化を子どもたちが再現し、米沢の歴史と文化を直接肌で感じる事は貴重な体験となり食文化や

蚕の飼育などを経験し、地域に関心をもたせ地域文化、歴史など総合体験学習、かつての地域文化再現と地域作りの文化体験。

参加者小学生27名

稲刈り体験

(※)おらほ　米沢の方言『私たちの地域』の意味

古代米は黒米,赤米,緑米,紫米,
丹仁穂米の五種類を育てる。
①5月22日開校式,終了後田植え体験 
　5時間
②7月3日昔の手作業による草取り 
　5時間
③8月22日稲の成長の観察と草取り 
　5時間
④10月3日昔の手作業による稲刈り 
　6時間
⑤10月17日手作業による脱穀5時間
⑥終了式11月14日収穫感謝祭と
古代米と食文化について講義 6時間

田植え体験

餌やり体験

8

蚕の飼育と草木染体験学習　
(1)6月5日1cm以下の蚕の飼育体
験 4時間
(2)6月13日蚕の餌桑の葉採集、餌
やり体験 4時間
(3)6月20日蚕の餌桑の葉採集、餌
やり体験 4時間
(4)6月27日糸を吐く巣の取り付け、
観察と飼育 4時間
(5)7月4日草木染体験学習 6時間

地域作りの原点
　古代米作り、養蚕を通じて、生き物
や植物を育てる難しさや農家の苦労、
食の大切さを認識させ、農作業のみに
とらわれず、自然環境や地域文化、歴
史、過疎の問題まで多様な視点から
考える事ができ、地域先人の知恵など
すぐれた総合体験学習の地域の見直
しが出来た。
地域と農家の協力
　古代米の草取り、稲刈りなどは子ど
もが休みの土曜、日曜いずれか実施、
雨の場合は一週間も延びてしまう事
があった。田んぼ管理、蚕管理育成に
ついては限られた時間、日数の為、平
日の作業などスタッフの関係者と農家

の大きな協力など隠れた苦労もあっ
た。地域の方々の協力なしでは、実践
活動は難しいと思われる。
農薬の現状と公害、地域環境
　養蚕については餌の桑の葉は田ん
ぼ近くにたくさん桑の木はあるが、苗
の消毒が行なわれており、周辺の桑の
葉を食べると蚕が死滅するおそれがあ
り、消毒のおそれがない山や林などよ
り消毒の液が付着してない桑の葉を探
し出すのが大変で雨に濡れた葉は乾か
してから餌をあげる事もあった。この
他、臨時に召集した事もあったが公害
など環境問題までの話におよんだ。古
代米作りは無農薬で行なわれた。
小学校、老人福祉施設にプレゼント
　小学校全生徒と老人福祉施設に古
代米を食べていただき学校、親、地域、
福祉関係の方々からも大きな反響も
あり、この体験を今後毎年継続し単発
で終わらせない為、運営資金をどのよ
うに確保するかが大きな課題である。
『万世友ゆうジュニアリーダー』
の発足
　一連の体験した子どもたち全員が
『万世友ゆうジュニアリーダー』の発
足となりボランティアなど行なうこと
となった。





団 体  の  概  要

ユニバーサルキャンプ指導者養成事業
実 施 団 体 名

連 絡 先

特定非営利活動法人　国際自然大学校
〒214－0001　東京都狛江市岩戸北4－17－11
TEL:０３－3489－6320　FAX：０３－3489－6921
E-mail：tokyo@nots.gr.jp　URL：http://www.nots.gr.jp

　様々な障害を抱える子どもなどを
含め、誰でも参加できるキャンプ（ユ
ニバーサルキャンプ）を実施するため
には、指導者のより広い視点やハー
ドスキルが必要となる。そこで、本活
動では特に知的障害を抱える子ども
対象に、ダイナミックな自然体験活
動を提供するための、指導者のスキル
アップを目的とした実践的トレーニ
ングを、障害を抱える子どもを対象と
したキャンプの指導者を志す方を対
象に行った。

（１）水上活動の安全管理
講義：水辺の安全管理について
実技：指導法について
　「メディックファーストエイド（MFA）」
トレーニングを基に、救命胴衣やレス
キューロープなどの道具の理解から
始まり、事故が起こった場合の対応
の１つであるCPRなどのシミュレー
ション練習を取り入れ、室内にて
講義と実技トレーニングを行った。
また、水辺の安全管理に問わず、様々
な活動の中で起こりうる事故への
対応についても講義の中で行った。
（２）知的障害者の心理／水上
活動の安全管理
講義：知的障害者に対する水辺での
安全管理
実技：指導法について
　知的障害者の活動を行う上でプロ

活動の概要

活動の内容

グラム以上に必要である「知的障害
者の理解」をテーマに、自閉症、ダウ
ン症、知的障害、ADHDなど、様々な
障害の特徴や対応について、身体障
害者や知的障害者のカヌー体験、ラ
フティング体験など様々な余暇活動・
自然体験活動を支援する専門家講師
による講義を行った。また、障害者を
対象とした野外活動の事例をもとに、
活動に取り組みやすい環境作り、声
掛けをすることで安心感を与えるこ
とが必要など様々な子どもたちの心
理の講義を行った。更に、ボートの上
からやレスキューロープを使用しての
救急法の実技トレーニング及び指導
法を室内にて行った。
（３）障害者対象のスキー指導ト
レーニング
講義：様々な障害の特徴
実技：障害者対象のスキー指導方法
　知的障害者の活動を行う上でプロ
グラム以上に必要である「知的障害
者の理解」をテーマに、自閉症、ダウ
ン症、知的障害、てんかんなど、様々
な障害の特徴や対応についての講義
と、障害者を対象としたスキー体験の
事例を基に様々な子どもたちの心理
について、身体障害者や知的障害者
のスキー体験など様々な余暇活動・
自然体験活動を支援する専門家によ
る講義を行った。また実技では、スキ
ー初心者から経験者の方が集まり、二
人組を作り、障害者役と指導者役と
なり、スキー板のトップを押さえなが
ら滑らせる方法やその時の参加者に
対する声掛けなどを実践し、感じ

たことや疑問点などを出し合い指導
力を高める活動を行う。「体操から実
践」というプログラムの流れに沿い
ながら、補助道具となるトライスキー
やフラフープ、ロープなどを利用した
指導法も合わせて行った。

　講義だけでなく、実技を組み込ん
だ研修を行うことにより、救急法やス
キー指導を初めて体験する参加者に
とっては、現場での実践につなげるこ
とができるととても良い印象を受け
た。また、知的障害者と活動する上で
は、障害者の方が活動に取り組みや
すい環境や安心感を与えるためにも、
指導者側の経験やスキルが必要とな
る。今回のような実践トレーニングを
行うことの重要性を改めて感じるこ
とができた。今後、様々な障害を抱え
る子どもなどを含め、誰でも参加で
きるキャンプを実施していくために
も、指導者がより広い視点を持つこと
のできる研修、現場での実践につな
がる研修を実施し、幅広く様々な方
を対象としたキャンプ活動を実践し
ていきたい。

成果と課題

　国際自然大学校は東京都狛江市にある東京校［本部事務局併設］の他、山梨県北杜市にある日野春校、栃木県日光市にある日光霧降校、群馬県新治村

にあるにいはる自然学校の3つの地方校があります。子どもから大人までを対象とした自然の中での体験活動や、「プロの指導者を目指す」「ボランティアで子

どものキャンプに参加したい」「自然を舞台とした体験学習について学びたい」など様々な目的を持った人たちのための指導者養成事業なども行っています。
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団 体  の  概  要

成果と課題

長生村読み聞かせ活動２００４
実 施 団 体 名

連 絡 先

くりくりブック

〒299－4336　千葉県長生郡長生村岩沼2119　長生村文化会館内  

TEL:0475－32－5100　FAX：0475－32－5199

　近年、テレビやゲーム、インターネッ
トなどの情報発達や生活環境の変化
により子どもたちの読書離れが指摘
されている。そこで、子どもたちがこと
ばを学び感性や想像力を豊かにする
ことを目的として読み聞かせ会を年４
回実施した。また、併せて昔の遊び（わ
らべうた・折り紙）の講習会を開催し、
歴史と伝統文化への興味を喚起し、
核家族化が進む子どもたちに地域の
大人との交流の機会を提供した。

活動の概要

　「くりくりブック」は構成員１５名で、主に長生村文化会館を活動拠点としておはなし会を開催している。テレビゲームしか知らな

い子どもたちが読書の楽しさを知り、手遊びやお手玉、折り紙など昔の遊びを体験できるように工夫している。また村内各小学校

や学童保育所にも出張して読み聞かせを行っている。

① おはなしの会の実施
　季節ごとに年４回（８月・１０月・１２
月・３月）長生村文化会館にて実施し
た。紙芝居やすばなし、絵本の読み聞
かせなど多彩なプログラムで開催し
た。季節感を感じられるように、それ
ぞれのおはなし会でテーマを決めて
題材の選択に工夫している。また、そ
れぞれのおはなし会にはプログラム
に手遊びやお手玉、しりとりなどを取
り入れ、昔の遊びを体験できて楽しい
雰囲気になるように心がけている。

こわいおはなしが始まるよ

《活動例》
 ８月プラネタリウムで聞くこわーい
おはなし会
　プラネタリウム室を使用してお化け
や妖怪が出てくる怖い紙芝居や絵本、
朗読を行った。照明の消えることがな
い現代ではめったに体験できない真
の暗闇の世界で、大人も子どもも一
緒におはなしを楽しんだ。
演目紙芝居「ばけものでら」絵本「ろく
ろっくび」
朗読「死の予告電話」「お話を知らなか
った若者」「ちいちゃい、ちいちゃい」
② 講習会の実施
　わらべ歌・手遊び講習会（１１月）と
折り紙講習会（１２月）を行った。子ど
もたちに本物の体験をしてもらうた
め、専門的な経験と知識をもった外部
の講師に依頼して開催された。

《成果》
　おはなし会に参加することにより、
絵本や紙芝居、すばなしを聞くことが
でき、幼児・児童の豊かな心・感性・人
間性を育む契機となった。その上わら
べ歌・手遊び・折り紙講習会を通じて
昔の遊びを体験して、乳幼児期からの
ことばの語りかけの大切さや物を作
り出す喜びを体験した。また、おはな
し会に来てくれた子どもたちの中に
はボランティアを覚えてくれて、道で
挨拶するなど地域の大人との異世代
交流も盛んにすることが出来た。
《課題》
　夏や冬のように講習会やイベント
と平行しておはなし会を行うと参加
者は多いが、普通のおはなし会だけで
あるとなかなか子どもが集まらない。
日程を固定化したり広報活動を通し
て、より読書の裾野を広げ子どもたち
の健全育成の手助けをしていきたい。
また２００５年度からはおはなし会を
毎月実施できるように計画した。

活動の内容

《活動例》
  １２月折り紙で遊ぶ冬のおはなし会
前半で折り紙講習会を行い専門の講
師に直接子どもたちに指導してもら
い、後半でクリスマスにちなんだ絵本
の読み聞かせを行った。折り紙はサン
タや靴下などを作り、クリスマスツリ
ーの台紙に貼り付けてお土産とした。

どんなおはなしかな？

みんなおはなしに夢中です

28



団 体  の  概  要

成果と課題

あげおのむかしばなしの読みきかせ
実 施 団 体 名

連 絡 先

上尾市青少年育成推進員協議会

〒362－0037　埼玉県上尾市上町2－14－19  

TEL:048－776－2488　FAX：048－776－2117

　子どもたちは本来、本が好きです。
まだ、字が読めないとか、自分で読書
するのが面倒と思っている子どもた
ちに読みきかせをすることで、本の楽
しさを知ってもらえる。子どもたちと
ふれあいながら本の面白さを伝え、
また、上尾の昔話を通じて自分たち
の住む地域への関心を持ってもらう
ことにより、地域の子どもたちの健全
育成を目的とする。

活動の概要

　青少年育成埼玉県民会議から委嘱された上尾市の青少年育成推進員で組織し、青少年育成機関・団体と密接な連携を保ち、

地域社会の青少年健全育成に寄与することを目的に活動している。活動としては、環境浄化活動・学校訪問のほか、毎月１回児童

館で読みきかせや、小学校の長期休業中に読み聞かせをしている。

活動の内容

　小学校での読みきかせを中心に、
様々な機会に読みきかせを行うとと
もに、上尾市に関わる「お話」を集め
たり、読みきかせの仕方を学んだりし
て、子どもたちに多くの本を紹介して、
楽しんでもらえるように努めている。
①地区ごとに小学校と相談して、夏休
み・冬休みに、図書室で子どもたちに
本や紙芝居の読みきかせをしている。
②児童館で、幼児や小学生を対象とし

て毎月１回、第３土曜日に、本の読み
きかせ・紙芝居やパネルシアター等を
している。
③上尾の昔話に登場する史跡を訪ね、
歴史的史実とその背景を学び、大石
地区荒沢沼の「かっぱの三四郎」、上
平地区平塚公園の｢おおかみの足っ
こ｣、上尾地区春日神社の「しょうつ
かの婆さん」、大谷地区神明神社の
「金のごへい」、原市地区相頓寺「か
なしい寅のはなし」、平方地区馬蹄寺
の「ぐそうと馬」などの昔話の史実説

　児童に本を読むことの楽しさや面
白さを伝えることができ、また、郷土
に対する関心を深めることができた。
本の楽しさを伝えると同時に子ども
たちの居場所作りができた。また、小
学校での読み聞かせをする機会は広
まっているが、さらに多くの学校で実
施できるようにしていきたい。多くの
子どもたちにたくさんの本を知って
もらい、豊かな感受性といろいろな興
味・協調性など少しでも感じ取っても
らえるように活動を続けていきたい。

明を受け読みきかせに役立てている。
④また、年２回、講師をまねいて読み
きかせの講座を開き、読み手の技術の
向上、人材の育成をしている。

児童館でおはなし会に参加した子どもたち

児童館で読み聞かせ

冬休みに小学校の図書室で読み聞かせ

29



団 体  の  概  要

成果と課題

２００４．飯田読書推進活動
実 施 団 体 名

連 絡 先

子どもの本研究会
〒395－0035　長野県飯田市追手町2丁目677-3　飯田市立中央図書館内
TEL:0265－22－0706　FAX：0265－22－0235
E-mail：iida-lib@city.iida.nagano.jp　

　児童文学の楽しさ奥深さを知り、
子どもと本を結びつけ読書の裾野を広
げるように児童文学公開講座を行い、
童話作家からみた児童文学を知るた
めに「富安陽子講演会」を行った。
また、教育学の面から、読み聞かせや
読書の大切さを知るために「汐見稔
幸講演会」を行った。

活動の概要

活動の内容

汐見先生による講演会

越高先生による講座

１．児童文学公開講座　　
講師　子どもの本専門店ちいさいおうち
　　　越高令子氏
演題　「リンドグレーンについて」
　講師がスウェーデンで撮ったスラ
イドを観ながらリンドグレーンの世
界に触れた。
　講座形式で行い、参加者との質問
や感想を述べていただき、リンドグレ
ーンのすばらしい世界を共有できた。
リンドグレーンのテーマパークや小
児病院があると知り、いかに児童文
学が地域に愛されているかや児童文

　子どもたちが本を読まなくなった
といわれて久しくたっております。子
どもたちに読書離れの歯止めをかけ、
読書の楽しさを知り、読書の裾野を
広げようと活動しております。読み聞
かせボランティアの養成講座で人材
育成を行い、各種の講演会をしてスキ
ルアップに努めております。
　今後、多くの人に読書の楽しさを
知っていただくため、絵本作家や童
話作家の講演会を続けて行っていき
たい。また、花火のように大勢人を集
めて行うことも必要であるが、地味で
はあるが自分たちのスキルアップに
なる講座も組んでいきたい。子ども
たちに読書によって生き抜く力を養
ってほしいと思う。

学の奥深さやすばらしさを知ること
ができた。
２．講演会　　　　
１回　講師　東京大学大学院教育研究 
　  　　　　 課教授　汐見稔幸先生
　　  演題　「読み聞かせの大切さ」
　教育学や今の若者の動向から読
み聞かせの大切さを学んだ。読み聞
かせボランティアをされている方や、
保育士の方が多く聴講された。読み
聞かせの効用の根本的なことを知り、
明日の活動のかてとなる講演であっ
た。評判もよく、再度の講演を希望さ
れる方が多かった。
２回　講師　童話作家　富安陽子氏
　　  演題　「不思議への入り口」
　童話を作り出す苦労や楽しさを学
んだ。日頃、お聴きすることのできな
い童話を作る側の話を聞くことがで
きて、大変参考になった。ファンだと
いう中学生の男の子が遠くから講演
を聞きに来てくれた。ヤングアダルト

　昭和４７年発足。現在会員４０名。毎月１回子どもの本についての勉強会を行い、「まじっくぽけっと」という会のなかから生まれ

た読み聞かせボランティアグループが、小学校や保育園・育児サークル・老人ホームなどへ読み聞かせに行っている。会報月１回

・文集年１回発行。研修旅行年１回。

層の読書離れの歯止めに少しは貢
献できたのではなかと思う。
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団 体  の  概  要

成果と課題

子どもと作家をつなぐ「科学読み物」ライブ 池田子どもゆめ基金２００４
実 施 団 体 名

連 絡 先

池田子ども文庫連絡会

〒５６３－００３１　大阪府池田市天神２丁目１－１７ 

TEL:０７２－７６１－９２４６　FAX：０７２－７６１－９２４６

　３年続けてゆめ基金をいただき、
子どもの読書の窓口を広げる活動に
取り組んできた。本を紹介する側の
おとなにとっても、科学の本は手に取
りにくいという状況があり、科学絵本
にも窓口を広げたいと、講演会を企
画した。図書館との共催事業としてブ
ックトークや科学遊びに取り組んだ
こともあるが、図書館から離れた地
区の子どもたちも参加しやすいよう
に、３ヶ所で、金尾恵子氏の原画の展
示と講演会を開催した。    金尾氏は、
「こうら」「いもり」「いしがめ」「らいお
ん」等多数の著書があり、「ファーブル
こんちゅうき」の挿絵も描いている。

活動の概要

　池田市内の文庫活動をしている団体の学習や情報活動をおこなう連絡会。１９８３年設立。連絡会ニュースの作成、お話会

や読書会の開催、ブックスタート事業への協力等に日常的に取り組む。春の子ども読書の日と秋の読書週間には図書館と共催

で、子どもの読書と文化への理解を深める活動を行っている。

金尾先生による説明

活動の内容

金尾先生の作品紹介

話に聞き入る子どもたち

原画に見入る子どもたち

（１）７月３日　１０：００～１１：３０　　 
ひつじ文庫
　「ファーブルこんちゅうき」よりセミ
とアリのスライド上映。「いもり」と「や
どかりくんのうちさがし」の本を読み

ながら、イモリやヤドカリの生態の話。
原画を後で展示。
（２）７月３日　１４：００～１５：３０　
伏尾台文庫
　イモリやヤドカリの生態やライオン
の親子のことを原画を回覧しながら
説明。子どもたちとの対話も弾んだ。

（３）８月２８日　１５：００～１６：３０
五月山児童文化センター
　セミとアリのスライド上映。幼児向
けの絵本（ネコやヤドカリの本）を読
んで原画を回覧。
　３ヶ所とも、製作中の絵本「マング
ローブ」の試作本を見ながら、西表島
の自然のすばらしさやマングローブ
の生態の話を伺った。マングローブの
苗をもってきていただき、触ってみる
ことができた。

　作者から直に身近な生き物の生態
や取材の過程を聞き、生き物や自然
に対する関心が深まった。特に「イモ

リ」の飼育実験を聞いたり、マングロ
ーブの苗に触れたりすることで、今
まで知らなかった動植物に新しい関
心を持つことができた。学校を通じて、
チラシの配布や本の紹介をしたこと
で、教師の参加もあり、来館者の層が
広がった。
　五月山児童文化センターでは、２０
０５年８月２５・２６日、金尾氏の絵本
づくりの講習会を開催予定。センタ
ーとのつながりができてよかったと
思っている。子どもの行動範囲が狭
いことを考えると、同じ話でも、複数
の場所ですることができて、多くの子
どもたちに科学絵本の楽しさを知ら
せることができた。実際に飼うところ
までできれば、もっと効果があるので
はないかと思う。
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団 体  の  概  要

成果と課題

ベジタブル読み聞かせ活動
実 施 団 体 名

連 絡 先

ベジタブル

〒８２２－０１２１　福岡県鞍手郡若宮町湯原１４０９

TEL:０９４９－５４－０３２０　FAX：０９４９－５４－１２３７　

 家庭での絵本の読み聞かせ、色々な
活動の場（公民館や保育園、幼稚園、
小・中学校、高校など）で読み聞かせ
をするため、よりレベルアップのた
め、勉強会を行う。また、広域に渡り、
ネットワークを広げ、グループ間の交
流を広げるため、絵本作家を招いて、
講演を聴いた。

活動の概要

活動の内容

人形劇後の紙芝居

中学生に絵本の読み聞かせ 男子高校生が幼児親子に読み聞かせ

「食べ物さんありがとう」野菜大好き！

８月　
　夏休みに、子ども４６名、大人３３
名が集まり、読み聞かせのレベルア
ップとお互いの交流をはかった。ま
ず子どもと大人に分け、大人は読み
聞かせの心得、日頃の読み聞かせに
ついての悩みなど相談し合う。子ど
もたちは手作りのおもちゃをつくっ
たり、読み聞かせの勉強をし、あとで
発表しあった。

　勉強会、講演を聴く事で、心豊かにな
り、読み聞かせのレベルアップにつな
がった。今後はいかに家庭や活動の場
で楽しく読み聞かせをすることが出来
るか、さらに勉強し頑張っていきたい。

２月　
　２年間続けて絵本作家とよたかず
ひこ氏を迎え、絵本の作り方や考え
方、読み方等を教わった。また、とよ
た氏の原画を見たり、登場人物につ
いて色々な事を聴いた。

　ベジタブルは土のにおいのする生野菜を使って食育をテーマに人形劇の公演や心を豊かにする絵本の読み聞かせ、笑顔のでる手遊びをしたり、
手作りおもちゃで遊んだりなど、年間３５回以上公演をしているグループです。メンバーは１０代～７０代の幅広い年齢層からなる２５人のグループ
で今年で１３年になります。おかげさまで、福岡県民運動アンビシャスで第１回表彰団体、平成１６年度全国地域に根ざした食育コンクールで優良
賞をいただき、毎日頑張っています。
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団 体  の  概  要

成果と課題

木城えほんの郷 子どもの本と文化講座２００４
実 施 団 体 名

連 絡 先

木城えほんの郷みどりのゆりかご協会

〒８８４－０１０４　宮崎県児湯郡木城町大字石河内４７５

TEL:０９８３－３９－１１４１　FAX：０９８３－３９－１１８０

E-mail：ehon@mnet.ne.jp　URL：http://www.mnet.ne.jp/̃ehon/   

　子どもたちが幼児期から本の楽し
さを味わい読書に親しむことができ
るように、絵本の読み聞かせやおは
なしを親子で体験する機会をつくる。
また、子どもと本をつなぐ試みをワー
クショップの形で取り入れ、季節の特
色を生かして本の世界を子どもたち
と共有する場をつくる。

活動の概要

　緑豊かな自然の中にある木城えほんの郷は、絵本文化を中心に演劇や音楽に親しむことを通じて、山村と都市の人 と々の交

流を図り、人間の感性を育むことを目的として、１９９６年に設立された公共的任意団体である。　　

活動の内容
土と火のまつり その１

緑陰おはなし会

木の実・草の実であそぼう

（１）「親子で楽しむおはなし会」
　木々の緑が春の喜びをうたう季節
ＧＷ期間中の７日間、緑の中のテラス
で毎日５、６人チームをつくって１回
に、２０～３０分の絵本の読み聞かせ
を１日５回～７回行った。親と子だけ
でなく、おじいちゃん、おばあちゃん
も読んでもらう楽しさを味わった。
（２）「つくってあそぼう わくわく
万華鏡づくり」
　夏休みに子どもたちが科学に興味
をもってほしいと自然の草花、虫、石
ころなどを入れて万華鏡に写るふし

ぎな世界をわくわく体験した。
（３）「土と火のまつり」
　土をこね、火をたいて器をつくり、そ
の器に自分だけの風景をつくる遊び。
（その１）「土をこねてつくろう」では、粘
土で思い思いに色々な器をつくった。
（その２）「火をみつめる　火でつくる」
では、（その１）でつくった器を野焼き
で焼いた。原始時代から人々が土を
こね、形をつくり、火で焼き上げて器
をつくったときのように火をみつめ、
耳をすまし、目をこらしながら冬の
夜を体験した。

（その３）「私の風景づくり」では、焼き
上げた器を取り出して、器に土をいれ、
野山でみつけてきた草木やこけ、石な
どで自分の風景をつくった。３回とも
関連する絵本の読み聞かせを行った。
（その４）「木の実・草の実であそぼう」
前日に、野山に出かけ、赤や黄色の木
の実を採集し、当日は関連本の紹介
や絵本の読み聞かせを行い、その後、
どんぐりでこまや、やじろべえをつく
ったり、クリスマスリースやお正月飾り
をつくった。

　絵本は、読んでもらうと楽しいとい
う体験を、まず大人がすることが大切
でその後に子どもに読んであげよう
とする気持ちが生まれてくる。「親子で
楽しむ緑陰おはなし会」では、はじめ
は余り関心のない大人たちも参加し、
楽しむうちに興味をもってくれた。繰
返し継続して、多くの人たちに本の楽
しさを知る機会をつくっていきたい。
「つくってあそぼうわくわく万華鏡づ
くり」「土と火のまつり」「木の実・草の
実であそぼう」の子どもの本ワークシ
ョップは、子どもたちの探究心を引き
出し、生きた絵本体験の場となった。
様々な方法で、子どもと本をつなぐ方
法をこれからも考えていきたい。

土と火のまつり その２
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団 体  の  概  要

教材の普及状況

　難解といわれる現代の詩を、より子
どもたちの身近なものとするために、
地方の学校の教室や町のホールで詩
の朗読会を開催します。生徒児童だけ
でなく、先生たちも生の朗読を聞い
たことのある人はほとんどいません。
それだけに、それぞれの会が貴重な
体験となっています。
　そして、生徒たちと詩人との触れあ
い、詩人の肉声による自作朗読を聞
くことで詩を身近なものとして、楽し
むことが出来るようになります。また、
地方での朗読をインターネットでライ
ブ中継。さらにその蓄積をオンデマン
ドライブラリーとして公開しています。

教材の概要

　現在は主に詩を中心としたワークショップや朗読会をイベントとして開催したい方からの相談を受け、詩人やミュージシャンの

紹介から会の企画、運営、実施までを引き受けます。また、音楽、絵画、演劇など様々なジャンルのグループと協力し、芸術全般をフ

ィールドとした情報発信とプロデュース活動を目指しています。

教材の活用方法

この表紙から、ライブやオンデマンドライブラリーを見ることが出来ます

江刺市での質疑応答の様子

平成16年度は、山口県の久賀町
（現在周防大島町）の久賀中学校で、
高橋睦郎、中上哲夫、片岡直子の３
人の詩人と、演奏家も兼ねた吟遊詩
人フジマル◎ヒデミの４人が、福井
県大野市の富田小学校で、清水哲男、

　オンデマンドライブラリーも、年を
追って閲覧できる詩人の数が充実し
てきています。また、詩人の許可を得

て朗読作品についてはテキストを掲
載。文字で読み、そして聞くことで詩
作の意図や思い入れを、より深く鑑賞
出来るようになります。
　詩の授業のおりに、ライブラリーの
朗読を鑑賞し授業に活用することも
可能です。教科書に作品が載っている
詩人も多く、より親しみを持って詩に
触れることを期待できます。
　課題としては、ブロードバンドの普
及が都市部に偏っており、いまだに
ISDN回線しか通じていない地方の
学校ではなかなか動画や音声をスム
ーズに見られないことです。過渡期の
現在は、DVD化して希望者に配布す
ることも視野に入れて考えています。
　これからは、より積極的な広報活動
などを通じて、なるべく多くの学校や
教育施設で見ることが出来るように
周知されるようにしていきたいと考え
ています。 
と考えています。

正津勉、ぱくきょんみ、フジマル◎ヒ
デミの４人が、岩手県江刺市の生涯
学習センターで岩谷堂小学校の生徒
たちに、高橋順子、野村喜和夫、和合
亮一の３詩人にジャズの尾山修一、
ケミー西岡の合計５人が朗読と音楽
のライブを繰り広げました。
　前半には子どもたちの自作詩の
朗読を聞き、それについての詩人の
感想。また、子どもたちは「なぜ詩人
を目指したのか」というような素朴
な質問を詩人にするなど、質疑応答。
このとき、子どもたちが朗読用に詩
を書き、また、他の生徒が書いた詩と
自分の詩を比べ、代表を選ぶことで
書く力、読む力を養います。
　後半は、詩人の朗読。これは、作者
が読み、時に解説するという意味で、
一般的な読み聞かせとは全く違う詩
への深い理解をもたらします。

大野市の子どもたちが自作の詩を朗読

教材開発・普及活動平成16年度
助成活動事例
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詩人が街にやってきた ～言葉との出会い～
実 施 団 体 名

連 絡 先

コミュニケーション未来研究会
〒414－0002　静岡県伊東市湯川522－1
TEL:0557－32－4880　　
E-mail:infomirai@poetry.gr.jp  URL:http://www.poetry.jp



団 体  の  概  要

教材の普及状況

沖縄危険生物デジタル辞典
実 施 団 体 名

連 絡 先

沖縄県マルチメディア教育研究会
〒901－2215　沖縄県宜野湾市真栄原1丁目１３番１号 宜野湾市立嘉数小学校内
TEL:098－898－2630　FAX：098－898－2637　　　
URL:http://jiten.edu.u-ryukyu.ac.jp/

　沖縄の豊かな自然に触れ親しむた
めに、学校教育や社会教育分野におい
て様々な体験学習のプログラムが作
成されている。しかし、楽しく自然体験
学習を行うためには、危険な生物の特
性や対処法等の知識について予め学
習しておくことが必要だと考える。
　そこで、沖縄に生息する様々な危険
な動植物に関する学習情報のコンテ
ンツとして『沖縄危険生物デジタル辞
典』を開発した。

教材の概要

　本研究会は沖縄県内の小学校の教員で組織され、児童の情報活用能力の育成を目指し、デジタルコンテンツを活用した教材

開発や授業実践を行っている。また、沖縄県の情報教育の推進のために毎年、情報教育実践研究大会を開催し研究発表並びに

授業実践を公開している。ちなみに、平成１５年度は沖縄県で全国大会を開催し運営にあたった。

教材の活用方法

　コンテンツの特徴としては、子ども
たちが簡単な操作で楽しく学び、危
険生物について正しく理解できるよ
うに様々な工夫をしている。
　コンテンツの構成は、①安全に遊
ぶために、②代表的な危険生物、③
危険生物を調べよう、④どれくらい
分かったか試してみよう、⑤けがを
したときの連絡先、⑥お母さんお父
さんのための検索、⑦保健施設など
へのリンク、以上の七つのコンテンツ
で構成されており、その主な特徴を
紹介したい。
　まず、一つ目は、子どもたちに親し
まれるようにキャラクターデザイン
を工夫しているが、単なるイラストで
はなくてアニメーション効果を加え、
このサイトのナビゲーター役として
活躍していく。

　二つ目の特徴として、危険生物の
生態、特徴、遭遇時の対処法、怪我を
したときの応急処置が一連の流れで
理解できるようになっており、調べる
際にもアイコンのクリックだけで地
域（生息場所）や生物の種類、季節や
時期などから絞り込めるようになっ
ている。さらに高度な検索として複
数の検索条件での検索もできるよう
にしている。
　三つ目の特徴は、どこでも使える
ようにインターネットブラウザを介
して配信しており、CD-ROMでの利
用についてもWindowsのみならず
Macintoshへも対応しておりどの
学校でも使えるようになっている。さ
らに、非常時に利用できるように携
帯電話向けに、応急処置や近くの医

療機関等の情報を配信できるように
なっている。
　四つ目に、代表的な危険生物につ
いてはショートストーリーの動画を
準備し、ナレーションも分かりやすく
子どもたちの興味・関心を引き出す
ように工夫している。

　本教材は、琉球大学のサーバーか
ら配信し、全国どこの学校・施設から
でも利用できるようになっている。動
画等もありブロードバンドでないと
厳しい状況もあるが、県内では沖縄
県情報教育研究大会において
CD-ROM等での配布も計画してい
る。今後は教育委員会並びに関係団
体への普及も図っていきたい。

37











独立行政法人
国立オリンピック記念青少年総合センター

独立行政法人
国立オリンピック記念青少年総合センター

RR


